
縁
伊能忠敬が残した日記の一文から浮か
び上がった可能性。
それは忠敬と大任町を結ぶ
何かの縁かもしれない。

下今任村十輪院にて小休、宝蓋松あり
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永原 譲二
大任町長

幼児教育・保育の無償化を計画

０～５歳児
全国的にも珍しい ! 福岡県では初 !

本町では、新たな子育て支援事業として、今年４月より町内の０歳児から５歳児までの幼児教育と保
育料の無償化に向け、３月に開催される定例議会で上程する予定です。これに伴い、１月17日に保護
者向けの意見交換会を開催しました。今回のこちら町長室では、無償化制度に対する永原町長の思い
と意見交換会で発表された一部の内容を紹介します。

保
護
者
が
思
う
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴

う
疑
問
点

本
町
で
は
子
育
て
環
境
お
よ
び

教
育
環
境
整
備
の
充
実
と
い

う
大
き
な
目
標
の
中
で
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
一

方
で
、
本
町
は
１
市
５
町
１
村
か

ら「
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋

立
処
分
施
設
」の
建
設
に
関
す
る
事

務
委
託
を
受
け
、
負
の
施
設
を
町

内
に
建
設
し
て
お
り
、
町
民
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
は
、
多
大
な
る

負
担
を
お
か
け
し
て
い
る
の
が
現

状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
子
育
て
世
帯

に
お
い
て
、
保
育
料
の
高
い
方
は

毎
月
９
万
円
以
上
を
支
払
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
少
し

で
も
町
に
還
元
し
、
子
育
て
環
境

の
良
い
町
に
し
た
い
と
思
い
、
こ
の

新
た
な
子
育
て
支
援
事
業
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。

　

国
は
今
年
10
月
か
ら
実
施
予

定
の
消
費
税
率
10
％
導
入
に
伴

い
、
３
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
保

育
料
の
無
償
化
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
れ
に
先
駆
け
、
本
町
で
は
今

年
４
月
よ
り
町
独
自
で
、
町
内
の

０
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
幼
児
教

育
と
保
育
の
無
償
化
を
計
画
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
は
、
多
く
の
お
金

が
か
か
り
ま
す
が
、
本
町
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
お
金

こちら町長室×幼児教育・保育の無償化

さ
ら
な
る

  

子
育
て
環
境
整
備
へ

国は今年10月から開始（予定）

０歳児～２歳児

非課税世帯

課税世帯（対象外）
全世帯

３歳児～５歳児

※３歳から５歳の全世帯および０歳から２歳の非課税世帯が無償化
※0歳から２歳の課税世帯は対象外

大任町の場合

今年４月から開始（予定）

全世帯

０歳児～５歳児

※課税世帯も含めて、０歳から５歳の
全世帯が無償化Ａ

Ｑ
大
任
町
で
は
一
時
保
育
を

　
　
　 
し
て
い
ま
す
か 

？

　

本
町
に
は
三
つ
の
保
育
園
が
あ
り

ま
す
が
、
定
員
が
い
っ
ぱ
い
で
、
職
員

数
に
も
余
裕
が
な
い
た
め
、
一
時
保
育

は
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

現
在
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

保
護
者
が
い
れ
ば
子
ど
も
を
預
か
る

と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
子

ど
も
だ
け
で
も
預
け
ら
れ
る
よ
う
に

検
討
し
ま
す
。

Ａ
Ｑ
保
育
士
は
増
や
し
て

　
も
ら
え
る
の
で
す
か 

？

　

保
育
士
の
募
集
は
か
け
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
現

状
で
す
。
福
岡
県
で
も
、
潜
在
保
育

士（
保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
が
、

保
育
園
な
ど
の
保
育
に
関
す
る
職
場

に
就
業
し
て
い
な
い
人
）の
確
保
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
人
材
が
確

保
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
保
育
料
の
無
償
化
は
ど
の

範
囲
ま
で
で
す
か
。
ま
た
、

無
償
化
で
審
査
基
準
は
変

わ
る
の
で
す
か
？Ａ

　

町
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
居
住
し
て

い
る
人
が
支
払
う
保
育
料
が
無
償
と
な

り
ま
す
。ま
た
、審
査
基
準
に
関
し
て
は
、

無
償
化
に
な
っ
て
も
変
え
る
と
い
う
こ

と
は
現
段
階
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

を
使
う
と
い
う
方
針
の
も
と
で
、

現
在
、「
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街

道
」か
ら
の
利
益
な
ど
を
使
い
、

対
応
し
て
い
く
こ
と
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

本
町
の
子
育
て
環
境
整
備
へ
の

取
り
組
み
と
し
ま
し
て
、
昨
年
、

下
今
任
地
区
に「
つ
ば
き
団
地
」32

戸（
16
棟
）を
建
設
し
ま
し
た
。
こ

の
住
宅
に
は
、
子
育
て
を
し
て
い

る
町
外
者
が
優
先
的
に
入
居
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

32
戸
全
戸
１
０
４
名
が
入
居
し
、

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
今
任
小

学
校
に
も
児
童
が
約
20
人
増
え
る

な
ど
、
成
果
が
形
と
な
っ
て
現
れ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29

年
４
月
か
ら
始
め
た
、
出
産
祝
金

制
度
に
お
い
て
も
、
田
川
地
区
の

中
で
は
最
も
手
厚
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
も
、
町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校

の
教
室
に「
冷
暖
房
空
調
」「
電
子

黒
板
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
」を
設
置
す

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
学
び
や

す
い
教
育
環
境
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
町

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼保護者向けの意見交換会で、無償化制度を含む子育て環境や教育環境について思いを述べた永原町長
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伊
能
忠
敬
の
生
涯
に
迫
る

最
後
ま
で
貫
い
た
自
ら
の
生
き
方

特
集
第
一
部

伊
能
忠
敬
に
関
す
る
主
な
出
来
事

西
暦

年
齢

出
来
事

１
７
４
５

０

現
在
の
千
葉
県
九
十
九
里
町
小
関

に
生
ま
れ
る
。
幼
名 

三
治
郎
。

１
７
５
１

６

母
を
失
う
。
婿
だ
っ
た
父（
利
右

衛
門
）は
実
家
に
帰
り
、
三
治
郎

は
小
関
家
に
残
さ
れ
る
。

１
７
６
２

17

佐
原
伊
能
家
の
婿
養
子
と
な
り
、
ミ

チ
と
結
婚
。
忠
敬
と
名
の
る
。

１
７
７
８

33

妻
ミ
チ
と
奥
州
の
松
島
に
旅
行
し

「
奥
州
紀
行
」を
著
す
。

１
７
８
１

36

佐
原
村
本
宿
組
名
主
と
な
る
。

１
７
９
４

49

隠
居
。
翌
年
、
江
戸
深
川
黒
江
町

に
住
み
、高
橋
至
時
の
弟
子
に
な
る
。

１
８
０
０

55

全
国
測
量
を
始
め
る
。

１
８
０
４

59

第
４
次
ま
で
の
測
量
を
も
と
に
し

た「
日
本
東
半
部
沿
海
地
図
」を

幕
府
に
提
出
。

１
８
１
６

71

全
国
測
量
を
終
え「
大だ

い

日に

本ほ
ん

沿え
ん

海か
い

輿よ

地ち

全ぜ
ん

図ず

」の
作
成
を
始
め
る
。

１
８
１
８

73

病
気
に
よ
り
、
生
涯
を
終
え
る
。

１
８
２
１

弟
子
た
ち
の
尽
力
に
よ
り「
大
日

本
沿
海
輿
地
全
図
」が
完
成
す
る
。

▶
伊
能
忠
敬
は
江
戸
時
代
中
期
の
測
量
家
。
１
７
４
５
年
に
上か

ず

総さ
の

国く
に（
現 

千
葉
県
九
十
九
里
町
小
関
）に
生
ま
れ
る
。
下し

も

総う
さ

佐さ

原わ
ら

の
伊
能
家
を
継
ぎ
、造
酒
業
、米
殻
の
取
り
引
き
な
ど
を
手
が
け
、名な

主ぬ
し

や
村む

ら

方か
た

後こ
う

見け
ん

と
し
て
郷
土
の
た
め
に
尽
力
。

49
歳
で
隠
居
後
、
江
戸
に
出
て
天
文
学
者
の
高
橋
至
時
の
弟
子
と
し
て
天
文
学
を
学
び
、
の
ち
に
全
国
測
量
を
成
し
遂
げ
、

日
本
最
初
の
実
測
地
図
を
作
成
し
た
。（
伊
能
忠
敬
像
／
千
葉
県
香
取
市 

伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵
）

　

忠
敬（
幼
名 

三さ
ん

治じ

郎ろ
う

）は
、
小
関
家
の
三
男

と
し
て
上
総
国
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
６
歳
の

と
き
に
母
を
失
う
と
、
家
内
で
当
主
の
相
続

問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
父（
利り

右え

衛
門も

ん

）が
当
主
に
な
る
こ
と
を
条
件
に
小
関

家
に
婿
入
り
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
主

の
座
を
与
え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

結
局
、
父
は
小
関
家
か
ら
離
縁
さ
れ
、
忠
敬

だ
け
を
残
し
て
去
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
父
が
教
育
に
理
解
が
あ

り
、
教
育
の
た
め
に
と
忠
敬
だ
け
を
残
し
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
５
年
後
に
父

が
迎
え
に
来
て
、
父
の
実
家
の
神じ

ん

保ぼ

家
に
引

き
取
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
忠
敬
は
結
婚

の
た
め
、
名
主
を
務
め
て
い
た
旧
家
平
山
家

の
養
子
と
な
り
、
忠
敬
と
名
の
り
始
め
ま
す
。

苦
労
が
続
い
た
少
年
時
代

知られざるエピソード

少年時代、忠敬は役人たちがソロバンを
使用して計算する光景を見ることが好き
だった。ある日、役人の一人が「計算方
法を教えてやろうか？」と声をかけると、
忠敬は「はい。教えてください」と目を輝
かせ、計算方法を教えると忠敬はすぐに
理解し、覚えてしまった。その様子を見
た役人は驚き、忠敬に対して「もっと学
問的に学んで才能を生かしたほうがよい。
数学の得意な住職がいるから一度訪ねな
さい」と話したという。数日後、住職のも
とを訪ね、約半年の間、住職から数学を
学ぶと、忠敬の力は住職を越えてしまっ
た。その後、忠敬は再び故郷に戻ったと
いう少年時代のエピソードがある。

優れた数学の才能

　

少
年
時
代
に
複
雑
な
経
験
を
し
た
忠
敬
は

結
婚
を
機
に
人
生
が
転
換
し
ま
す
。
17
歳
の

と
き
に
仕
事
ぶ
り
が
見
込
ま
れ
て
、
佐さ

原わ
ら

の

名
家
で
酒
造
家
の
伊
能
家
に
婿
入
り
。
当
時

の
伊
能
家
は
妻（
ミ
チ
）の
父
親
と
前
夫
が
亡

く
な
り
、
家
業
が
停
滞
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
婿
養
子
に
入
っ
た
忠
敬
は
、
能
力
を

秘
め
て
い
た
才
能
が
開
花

発
揮
し
、
伊
能
家
の
家
業
を
大
き
く
成
長
さ

せ
ま
す
。
家
業
に
励
み
、
名
家
と
し
て
村
政

に
も
寄
与
し
た
伊
能
家
の
資
産
は
約
３
万
両

（
現
在
の
45
億
円
程
度
）に
の
ぼ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
忠
敬
が
培
っ
た
近
代
的
経
営

者
の
視
点
や
人
を
見
る
目
、
人
を
束
ね
る
手

腕
、
そ
し
て
巨
額
の
資
産
は
、
そ
の
後
の
全

国
測
量
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
元
の
名
主
と
な
っ
た
忠
敬
は
、
村
や
地

域
の
た
め
に
惜
し
み
な
く
能
力
を
発
揮
し
て

い
き
ま
す
。
そ
れ
が
最
も
発
揮
さ
れ
た
の
は

「
天て

ん

明め
い

の
大だ

い

飢き

饉き
ん

」の
と
き
で
す
。

　

忠
敬
は
、
事
前
に
関
西
方
面
か
ら
安
価
な

米
を
大
量
に
買
い
付
け
、江
戸
で
高
値
で
売
り
、

大
き
な
利
益
を
得
ま
し
た
。
忠
敬
は
、
こ
の
利

益
を「
格
外
の
利
得
を
得
た
」と
言
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
地
元
で
は
同
じ
米
を
安
値

で
売
り
、
困
窮
し
て
い
る
人
に
は
無
償
で
分
け

与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
幕
府
が
行
っ
た
利
根
川

の
土
木
工
事
を
自
ら
請
け
負
っ
て
、
困
窮
す
る

人
々
に
就
業
機
会
を
提
供
し
た
り
、
村
の
財
政

基
金
を
積
み
立
て
た
り
し
ま
し
た
。

　

忠
敬
は
、名
主
と
し
て
の
強
い
自
覚
を
も
ち
、

自
家
の
利
益
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
公
共
的
な

事
業
の
た
め
に
も
能
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

名
主
と
し
て
の
強
い
自
覚

　

49
歳
で
隠
居
し
た
忠
敬
は
江
戸
に
家
を
構
え
、

念
願
だ
っ
た
暦
学
研
究
の
道
を
歩
み
始
め
ま
す
。

隠
居
後
の
５
年
間
、
５
千
冊
も
の
蔵
書
で
学
問

を
独
学
。
50
歳
を
過
ぎ
て
も
学
ぶ
と
い
う
姿
勢

を
貫
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
文
学
者
の
高
橋

至
時
に
弟
子
入
り
し
、
数
年
後
に
は
全
国
測
量

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

49
歳
で
第
二
の
人
生
を
歩
む

①ミチ
伊能家に婿入りした４歳下の忠敬
と再婚し、忠敬との間に３人の子
をもうける。その後、忠敬が 34 歳
のときに約１カ月間におよぶ奥州
旅行に行く。42 歳で生涯を終える。

④エイ
忠敬が最後に過ごした内縁の妻。
エイは白文（句点のない漢字のみ
の文章）も読める才女で、天体観
測や地図作成を手伝うなどして、
忠敬を最後まで支えた。

②妙
みょう

諦
てい

（法
ほう

名
みょう

）

ミチの死後に迎えた内縁の妻。
忠敬との間に３人の子をもうける
が、26 歳で生涯を終える。息子
の一人である秀

しゅう

蔵
ぞ う

は、後に忠敬
と一緒に測量隊で活躍する。

③ノブ
仙台藩医の桑原隆

た か

朝
と も

の娘を妻に迎
える。５年後に難産が原因で生涯を
終える。忠敬の最大の理解者といわ
れている。ノブの死後、忠敬は江戸
に出て天文暦学を本格的に学んだ。

忠敬を支えた４人の妻たち

伊能家
江戸時代から物資の集積地として栄えた
佐原を代表する名家の一つ。酒造りや米、
燃料などの取り引きを行っていたが、商
売は上手くいってなかったため、婿養子
の忠敬には、伊能家の発展が期待された。

人生の転換期

小関家
忠敬（幼名：三治郎）は三男として誕生。
小関家は、漁業の網元を職業にしながら、
地域の名主を務めていた。小関家の婿養
子だった父（利右衛門）は妻の死により、
離縁され、忠敬だけを小関家に取り残す。

人生の始まり

全国測量の道を歩み出す

高
たか

橋
はし

 至
よし

時
とき

天文学者の麻
あ さ

田
だ

剛
ご ん

立
りゅう

の弟子。至時は剛立
の指導を受けたことで才能が開花する。
数年後、幕府は改

か い

暦
れ き

を試みていたことか
ら、剛立にその役割を依頼するが、高齢
のため辞退する。その代わりに剛立の弟
子である至時などが推薦される。その後、
江戸に出て、天文方となり、暦

こよみ

を作る仕
事に励む。至時は、暦が完成したあとも
江戸に残り、天文学についての研究を続
け、31 歳のときに 50 歳の忠敬が弟子入
りする。５年後に忠敬は全国測量へと歩
み始めるが、その後も忠敬の測量が無事
に終わるよう幕府と何度も話し合いを行
うなど、生涯を終えるまで弟子である忠
敬を支えた。至時のお墓の隣には宗派の
違う忠敬のお墓がある。これは忠敬の遺
言によるものだと言われている。 伊能忠敬

間
ま

宮
みや

 林
りん

蔵
ぞう

測量家村
む ら

上
か み

島
し ま

之
の

丞
じょう

の従者であった。林
蔵は初めて蝦夷地に渡ったその翌年に
忠敬と出会い、測量術を学んだ。その後、
忠敬と８回の会談を行う中で、蝦夷地
測量のときに未測部分であった場所を
測量し、忠敬の「大日本沿海輿地全図」
作成に貢献した。また、林蔵はこの測
量を行ったときに、世界地理上の謎と
されていた樺太を探検して島であるこ
とを確認し、さらに間宮海峡を発見し
たことでも知られている。

教え子に託した北海道測量

主な参考文献
「忠敬と伊能図」
渡辺一郎 ( 伊能忠敬研究会）著、
㈱アワ・プラニング、1998 年

「伊能図」
清水靖夫、長岡正利、渡辺一郎、
武揚堂 著、㈱武揚堂 小島久武、
2002 年
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伊能忠敬の豆知識

歴史上ではさまざまな説が
唱えられています

間宮林蔵がいなければ日本地図は
完成していなかったかもしれない

忠敬は間宮林蔵に測量術を教え、８度の会談を
行いました。この会談は、第 1 次の蝦夷地測量
の未測部分を林蔵に委託するためのものだった
と言われています。その後、林蔵は託された資
料を持参した後、江戸へと戻り、隠宅に泊まり
込んで報告。この翌年に、忠敬は 73 歳で生涯を
終え、地図は弟子たちの手によって完成し、幕
府に提出されました。

忠 敬は地図のほかにも成果を
残していた

忠敬が地図のほかに旅の成果として多くの記録
を残していると言われています。その代表的な
ものが日記です。基本的には、出発時刻や天候
などが記述されています。しかし、ときには地
元の人とのつながりや土地に伝わる伝説なども
記述されているため、忠敬たちが心を動かされ
たことが伝わってきます。

象 限儀などの道具を使い
子
し

午
ご

線
せん

の謎を解いた
忠敬は子午線一度の長さに非常に強い興味をもっ
ていました。当時、幕府の蝦夷地取締りを務めて
いた松平忠明に対し、忠敬は願書を提出。その結果、
幕府公認の測量者にこそなれましたが、観測機器
はすべて自費、測量の費用は幕府から 20 両だけと
いう厳しい条件でした。第１次の蝦夷地測量では、
道具をほとんど使わず、測量不備の不満を残す結
果となりました。再度、幕府に蝦夷地の測量の許
可を求めるが承認を得られず、本州東岸の測量を
命じられます。そこでは多くの道具を使い、忠敬は
自信のもてる値を生み出したと言われています。

正 確な測量に必要な器械を
自ら整備した忠敬

忠敬は師匠の至時に学ぶ一方で、自分なりに江
戸の深川黒江町に天文台を作ったと言われてい
ます。そして、天文学者の間

はざま

重
し げ

富
と み

に頼んで、測
量に必要な器械を自らの私財で購入しました。
その器械とは、正確な測量に必要な望遠鏡や方
位盤、象限儀、子午線儀などです。時が経つに
つれて忠敬の天文台は幕府の天文台を上回るも
のとなりました。しかし、研究に熱心な忠敬は
これだけでは満足しませんでした。忠敬は、自
らが購入した器械を江戸の職人に渡し「これと
同じものを工夫して作ってください」と言いまし
た。そして、工夫して作られた器械を忠敬はな
ぜか幕府天文台の方に整備したと言います。こ
れをみた至時は「弟子の伊能さんがそこまでやら
なくてもいい」と言ったのに対し、忠敬は「老齢
の身で先生には迷惑をかけている。お詫びのし
るしにこれくらいのことはさせてください」とい
う返答をしました。このことから忠敬は、お金
に糸目をつけなかったということが伺えます。

小
しょう

象
しょう

限
げ ん

儀
ぎ

坂道の角度をはかる

坂道の勾配の角度を測るための器具です。坂道を
そのまま測ると距離が長くなります。そこで、伊
能測量隊は傾斜角をしっかりと測り、三角関数を
利用して地図に必要な水平距離を計算しました。

中
ち ゅ う

象
し ょ う

限
げ ん

儀
ぎ

星の角度をはかる

緯度を測るための
器具です。晴れて
いれば、北極星を
はじめとする恒星
の高度を観測し、
その結果から測量
地点の緯度を計算
しました。この天
分測量を全国的に
行ったのは、伊能
測量隊が初めてで、
全国測量約 3,700 日
の期間中、1,000ヵ
所以上の場所で使
用しています。

垂
す い

揺
よ う

球
きゅう

儀
ぎ

時間をはかる

振り子が振れた数
を記録するための
器具です。伊能測
量隊が持ち歩いた
振り子時計で、主
に経度の測定に用
いられました。太
陽の南中をもとに１
日の時間、日食や
月食の始まりから
終わりまでの時間
などを測りました。
１日に約 59,000 回
振動し、最大は６
桁で約 100 万回ま
で表示できます。

半
は ん

円
え ん

方
ほ う

位
い

盤
ば ん

方位をはかる

遠方の目標となる山や島など目標物への方位を
精密に測るために忠敬が考案した器具です。中
央の磁石で北か南の方位を正確に合わせ、目標
を狙い、半円の目盛りで方位を読みとりました。

杖
つ え

先
さ き

方
ほ う

位
い

盤
ば ん

方角をはかる

道路の曲がる角度を測るために忠敬が改良した器具
です。杖の先端に常に水平が保てる羅針盤（360 度の
目盛り）が取り付けられていて、角度が変化する点に
杖を立てるだけで角度を読むことができます。また、
羅針盤は杖が傾いても常に水平が保てることから、測
量をする中で最も役立った器具だと言われています。

量
りょう

程
て い

車
し ゃ

距離をはかる

車輪を回転させて回転数で距離を測る器具で忠
敬が考案したものです。実際は路面状況が悪かっ
たために誤差が多く、途中から歩測に切り換えた
と言われています。

忠敬を支えた測量機器
忠敬の測量は、当時の先端的な測量術を駆使していますが、決して特別な方法ではありません。
正確な地図を生み出した要因は、測量の基本である誤差の排除と天文測量による地球上の位置確
認を徹底したことです。　    　（測量機器６点全て／ 千葉県香取市 伊能忠敬記念館所蔵）

３
７
３
６
日
か
け
、
４
万
３
７
０
８
㎞
を

歩
い
た
伊
能
測
量
隊
の
行
程

１

蝦え

ぞ

ち
夷
地
を
測
量（
１
８
０
０
年
）

第

次
２

本
州
東
岸
を
測
量（
１
８
０
１
年
）

第

次
３

本
州
西
岸
を
測
量（
１
８
０
２
年
）

第

次
４

東
海
・
北
陸
を
測
量（
１
８
０
３
年
）

第

次
５

中
国
地
方
を
測
量（
１
８
０
５
年
）

第

次
６

四
国
地
方
を
測
量（
１
８
０
８
年
）

第

次
７

九
州
地
方
を
測
量（
１
８
０
９
年
）

第

次
８

九
州
地
方
を
測
量（
１
８
１
１
年
）

第

次
９

伊
豆
七
島
を
測
量（
１
８
１
１
年
）

第

次
10

江
戸
を
測
量（
１
８
１
５
年
）

第

次

※
測
量
不
参
加

※
大
任
町
を
測
量

　

当
時
の
天
文
学
で
は
、
日
食
や
月
食
が
い
つ
起

き
る
の
か
正
確
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
改
善
す
る
に
は
、
緯
度
１
度
の
長
さ

を
測
定
し
、
地
球
の
大
き
さ
を
確
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
忠
敬
は
、
江
戸
の
自

宅
か
ら
暦
局
ま
で
を
測
量
し
、
試
算
し
ま
す
が
、

師
匠
の
至
時
か
ら「
短
い
距
離
で
は
誤
差
が
大
き

く
な
る
」と
言
わ
れ
、
失
敗
に
終
わ
り
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
ロ
シ
ア
の
使
節
ラ
ッ
ク

ス
マ
ン
が
根
室
に
来
航
し
た
こ
と
で
、
蝦
夷
地

（
北
海
道
）の
警
備
が
必
要
と
な
り
、
幕
府
は

国
防
の
た
め
に
正
確
な
地
図
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
至
時
は
、
地

図
の
作
成
を
し
な
が
ら
地
球
の
大
き
さ
を
測
ろ

う
と
考
え
、
蝦
夷
地
ま
で
の
測
量
を
幕
府
に
申

し
出
ま
す
。
こ
の
と
き
、
至
時
は
幕
府
に
弟
子

の
忠
敬
を
推
薦
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
幕
府
か

ら
の
承
認
を
受
け
た
の
ち
、
忠
敬
は
全
国
測
量

の
旅
へ
と
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

蝦
夷
地
ま
で
の
測
量
を
終
え
た
忠
敬
は
、
地

図
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
至
時
や
幕

府
の
要
人
は
、
完
成
度
の
高
さ
に
驚
い
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
第
２
次
、
３
次
と

測
量
の
最
初
の
動
機
は
地
球
の

　
　

  

大
き
さ
を
知
る
こ
と
だ
っ
た

偉
業
の
裏
に
は
17
年
間
の
努
力

55
歳
か
ら
幕
を
開
け
た
忠
敬
の
全
国
測
量

特
集

第
二
部

　

忠
敬
の
全
国
測
量
は
、
全
10
回
、
55
歳
か

ら
71
歳
ま
で
の
足
か
け
17
年
、
３
７
３
６
日
の

歳
月
を
か
け
て
、
約
地
球
一
週
分
ほ
ど
の
距
離

（
４
万
３
７
０
８
㎞
）を
歩
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
最
長
の
旅
と
な
っ
た
の
が
、
二
度

に
わ
た
る
九
州
測
量
。
当
初
、
九
州
測
量
は
第

７
次
の
１
回
で
終
え
る
予
定
で
し
た
が
、
屋
久

島
や
種
子
島
な
ど
に
渡
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ

れ
に
加
え
、
隊
員
の
中
に
病
人
が
出
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
伊
能
測
量
隊
は
九
州
北
西
部
を
残
し

て
一
度
江
戸
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

半
年
後
の
第
８
次
測
量
で
再
び
九
州（
大
任

町
）に
訪
れ
ま
す
が
、
９
１
４
日
と
長
い
歳
月
が

か
か
り
ま
す
。
九
州
北
部
の
地
形
と
齢よ

わ
い

70
歳
を

目
前
に
し
た
年
齢
が
忠
敬
を
苦
し
め
た
の
で
す
。

ま
た
、
忠
敬
は
出
発
前
に
遺
言
状
と
も
い
え
る

手
紙
を
家
族
に
宛
て
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
忠
敬
に
と
っ
て
、
二
度
目
の
九
州
測
量

は
覚
悟
の
旅
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
度
に
わ
た
る
苦
難
の
九
州
測
量
は

　
　
　
　
　

  
最
長
の
旅
と
な
っ
た

測
量
を
続
け
る
う
ち
に
、
幕
府
か
ら
の
金
銭
的
、

人
的
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
く
な
り
、
第
５
次
測
量

か
ら
は
幕
府
の
直
轄
事
業
と
ま
で
な
り
ま
し
た
。

　

極
め
て
精
度
が
高
い
と
い
わ
れ
る
九
州
測

量
。
全
国
測
量
が
完
了
し
た
の
ち
、
日
本
全
図

の
製
作
に
取
り
掛
か
っ
た
忠
敬
で
す
が
、
地
図

の
完
成
を
見
ず
に
生
涯
を
終
え
ま
す
。し
か
し
、

忠
敬
の
死
は
公
表
さ
れ
ず
、
３
年
後
に
弟
子
た

ち
の
手
に
よ
っ
て
完
成
し
、「
伊
能
忠
敬
」の
名

前
で「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」が
幕
府
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

地
図
の
完
成
を
見
な
い
ま
ま
忠
敬
は

73
歳
で
生
涯
を
終
え
た

伊
能
家
の
養
子
と
し
て
家
業
を
継
い
だ
忠
敬
は
49
歳
で
引
退
す
る
と
、
50
歳
で
江
戸
に
出
て
天
文
暦
学
を

学
び
、
55
歳
か
ら
全
国
測
量
の
旅
に
出
ま
す
。
最
初
は
自
費
で
始
め
た
測
量
の
旅
で
し
た
が
、
や
が
て
幕
府

か
ら
の
支
援
が
手
厚
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
忠
敬
が
始
め
た
測
量
の
旅
は
全
10
回
に
も
お
よ
び
、
そ
の
中
で

も
最
長
と
な
っ
た
第
８
次
測
量
で
伊
能
測
量
隊
は
大
任
町
を
測
量
し
ま
し
た
。
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十
輪
院
に
残
さ
れ
た

足
跡

忠
敬
と
大
任
町
の
縁

特
集

第
三
部

▼1923 年に十輪院で撮影された弘法大師降誕 1150 年、田川郡新四国 25 年記念の写真。これには樹高十数メートルの松の木が写っている

３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
十
輪
院
。
１
８
１
２
年
に
九
州
を
対
象

と
し
た
第
８
次
測
量
中
に
、
伊
能
測
量
隊
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
測
量

日
記
か
ら
分
か
り
ま
す
。

宝蓋松は約 50 年前、田川地域の炭
鉱閉山による鉱害復旧工事や

松くい虫の影響で枯
れてしまった。しかし、
昨年、地元の人の協
力を受け、高さ４メ
ートルほどの２代目の
松が植樹され、忠敬
が歩いた景観の一部
が再現されている。

チェック❶測量日記に残された足跡

下今任村十輪院にて小休、宝
ほ う

蓋
が い

松
ま つ

あり
忠敬が残した測量日記（全 28 冊）の中の一冊
に次のような記述が残されている。

「同十四日朝小雨止にて曇、・・添田町より初
め伊原村・成光村・秋永村・柿原村・上今任
村・・下今任村十輪院にて小休、宝蓋松あり、
立隠坂、野陣小休止。（一部抜粋）

▲大任町に訪れたことが記述されている測量日記。
「伊能忠敬測量日記第 18 巻」より一部抜粋
（伊能忠敬と伊能図の大事典をつくる会）

十輪院は 1717 年に創設された高野山
真言宗のお寺で本尊は鎮火地蔵尊で

す。田川四国の本部であり、２年前に開創
300 年を迎えました。また、田川郷土研

究会の会長を務める中野直毅先生と出
会い、伊能忠敬に関連する資料からい
ろいろなことが読みとれてきました。
伊能測量隊がこの十輪院に立ち寄
り、休憩をしたということに私は

とても感激しています。

十輪院 名誉住職

藤本 弘
こ う

文
ぶ ん

さん

▼忠敬が第８次測量の際に歩いた
十輪院付近にある旧道（下今任）

測
量
経
路
は
、
現
代
地
図

に「
筑
前
豊
前
両
国
中

心
之
図
」や「
伊
能
大
図
」を
デ

ジ
タ
ル
技
術
で
重
ね
合
わ
せ
、

正
確
に
復
元
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
十
輪
院
前
の

旧
道
、「
道
の
駅
お
お
と
う

桜
街
道
」北
側
の
旧
道
、
梅
田

地
区
の
旧
道
な
ど
の
測
量
経

路
は
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
で
す
。

「
筑
前
豊
前
両
国
中
心
之
図
」

は
伊
能
図
作
成
の
た
め
の
下

絵
図
で
、
測
量
時
に
立
て
た
梵ぼ

ん

天て
ん

の
位
置
な
ど
、
細
か
な
情

報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に「
梅
田
町
」の
表
記

が
あ
り
ま
す
。
梅
田
は
香
春

や
添
田
と
並
ん
で「
町
」で
す
。

※
現
在
の
市
町
村
制
度
と
は
別

　

文
化
９
年
７
月
の
測
量
で

は
、
当
時
、
幕
府
の
巡
見
使

に
準
ず
る
扱
い
で
あ
っ
た
忠

大任町には忠敬が歩いた
旧道が残っています

下絵図とデジタル化手法で読み解く

チェック❷受け継がれる鎮火地蔵のエピソード

一人の怪僧が突如現れ火を鎮めた
　1717 年、小倉藩２代小

お

笠
がさ

原
わら

忠
ただ

雄
お

が江戸藩
邸にいたときに火災が起きました。勢いが激
しかったため、屋敷への延焼を防ぐことが
できずにいると、一人の怪僧が殿上に現れ、
火を鎮めました。怪僧は火を鎮めたのち「我
は領内豊前田川郡今任村の地蔵なり」と告げ
姿を消したそうです。忠雄の使いが調べる
と、十輪院
のお堂にこ
げた跡のあ
る 地 蔵 菩
薩がいたと
いう記録が
十 輪 院 に
残されてい
ます。

チェック❸地図から浮かび上がった発見

梅田地区は、昔、梅田町だった
　伊能測量隊の測量経路が梅田地区の旧道
を通っています。200 年前の梅田町には、多
くの家があったのでしょう。また、伊能大図
と現在の大任町の地図はほぼ一致している
ことが田川郷土研究会の調査で再確認され
ました。

▲地図を照らし合わせ浮かび上がった、忠敬
が歩いた旧道（梅田地区）

　大任町に忠敬が来ている可能性を感じたのは、
以前、北九州市で行われていた地図展を見に行っ
たときです。その地図を見て、子どものときに祖母
と聴いた歴史講座の内容を思い出し、それが薄っ
すらとつながったことで、忠敬に興味を持ち始め
ました。歩くことが好きだった私は、 大学時代か
ら関わりのあった中野直毅先生が主
催する「伊能忠敬ウォーキング（大任
編）」に参加しました。そこでは歩く
からこそ感じられる大任町の魅
力や、地元の人との関わりから
得られる発見があり、とても良
いイベントだったと感じていま
す。今後も歩くことやイベン
トなどを通じて、多くのことを
知っていきたいです。

チェック❹興味をもつことが発見につながる

歩くことから見えてきた大任町の魅力

田川郷土研究会 会長

中野 直
な お

毅
き

さん

伊能忠敬研究会 会員

敬
は
月
食

観
測
の
た

め
、
測
量

隊
と
は
別

に
一
足
早

く
大
雨
の

中
、
小
倉

に
向
か
っ

て
英
彦
山

を
出
発
し
、

添
田
の
庄
屋
勘

三
郎
宅
で
昼
食
を
と
り
、

香
春
の
町
年
寄
米
屋
源
右
衛

門
宅
に
止
宿
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
藩
庇
護
下
の
十
輪
院

は
休
息
場
所
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
真
言
宗
で
あ

っ
た
忠
敬
は
、
同
じ
真
言
宗

十
輪
院「
宝
蓋
松
」に
ほ
っ
と

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
旧
道

を
散
策
す
る
と
２
０
０
年
前

が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

田川郷土研究会 会員

帆足 梓
あずさ

さん

今後の伊能忠敬ウォーキング

●平成31年10月14日月（猪位金）
●平成32年10月12日月 

（添田～大任編）

ウォーキングを通じて忠敬の測量の
魅力を感じてみませんか。

問田川市立図書館（田川郷土研究会）
☎0947・44・0384

▲上記以外にも多数の本を取りそろえています

図
書
室
で
伊
能
忠
敬
に
つ
い
て
学
ぼ
う

　

正
確
な
地
図
を
歩
い
て
作
成
し
た
伊
能
忠
敬
。
今
、

私
た
ち
が
歩
い
て
い
る
道
は
、
そ
の
昔
、
忠
敬
が
歩

い
て
測
量
を
行
っ
た
場
所
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
レ
イ

ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
図
書
室
で
は
、
昨
年
、
忠
敬
の
没
後

２
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら「
伊
能
忠
敬
特
集
コ

ー
ナ
ー
」を
設
け
て
い
ま
す
。
大
任
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
伊
能
忠
敬
の
本
を
、ぜ
ひ
、読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

２
月
１
日
㈮
～
20
日
㈬

※
２
月
21
日
㈭
～
28
日
㈭
は
蔵
書
点
検
の
た
め
、
休

室
と
な
り
ま
す

森野 るみ子さん
レインボーホール図書室

忠
敬
に
つ
い
て
学
び

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
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平
成
31
年

今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

新成人の代表２人に「一番感謝したい人は」

というテーマでインタビューしました。

　

こ
う
し
て
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
、両
親
の
お
か
げ
で
す
。
今
日
、

こ
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
両
親
は
当

た
り
前
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま

し
た
。
私
も
将
来
、
両
親
が
し
て
く
れ
た

こ
と
を
で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

元 生徒会副会長

鶴
丸 

穂
乃
花
さ
ん（
皿
山
）

白
石 

千ち

景か
げ 

先
生

大
任
中
学
校
時
代
の
恩
師

　成人を迎えた皆さん、お
めでとうございます。これか
らは、一人前の大人として
の自覚をもって、幸せな人生
を歩んでください。みなさん
のこれからの人生に、たくさ
んの幸せな出会いがあるよ
う祈っています。

中
西 

由
恵 

先
生

大
任
中
学
校
時
代
の
恩
師

　成人の日を迎えたみなさん
へ。私の中での皆さんは、まだ
制服を着てニコニコと笑ってい
る姿でしたが、成人式を迎え
た皆さんのハツラツとした姿を
見て感動しました。これからも
Step by Step、一歩一歩を大切
に自分の道を歩んでください。

新
成
人
に
贈
る

　
　
　
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

１
月
13
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
新
成

人
を
祝
う
式
典「
大
任
町
成
人
式
」が
開
催

さ
れ
、
今
年
は
34
人
の
新
成
人
が
町
内
外

か
ら
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
前
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
ス
ク
リ
ー
ン
に

中
学
校
時
代
の
懐
か
し
い
写
真
が
映
し
出

さ
れ
、
懐
か
し
む
新
成
人
か
ら
は
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
原
譲
二
町
長
が
「
皆
さ

ん
が
こ
の
日
を
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
多
く
の
支
え
や
助
け
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
今
後
の
人
生
に
お
い
て
、
悩
み
や

苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
夢
の
実
現
に

向
け
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
大
任
中
学
校
の
白
石

千
景
先
生
の
恩
師
代
表
の
祝
辞
に
、
新
成

人
た
ち
は
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
か
ら
祝
福
と
激
励
の
言
葉
を

受
け
た
後
、
佐
々
木
亮
太
さ
ん
が
新
成
人

誓
い
の
言
葉
を
述
べ「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
自
分
自
身
の
言
動
に
責
任
を
持
ち
、

日
々
努
力
を
重
ね
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
」と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
か
れ
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
恩
師
の
先

生
た
ち
や
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
ら

と
写
真
を
撮
っ
た
り
、
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

人
生
の
大
き
な
節
目
で
あ
る
成
人
式
。
か

け
が
え
の
な
い
故
郷
の
魅
力
を
再
確
認
し
、

記
憶
に
残
る
成
人
式
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

町
の
未
来
を
担
う
若
人
た
ち
が

20
歳
の
門
出
を
迎
え
る

ハタチの気持ち

　

今
ま
で
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

大
学
生
に
な
っ
て
一
人
暮
ら
し
を
始
め
、

勉
学
と
家
事
の
両
立
を
す
る
こ
と
の
大
変

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を
20
年
間
し
て

く
れ
た
こ
と
に
す
ご
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
恩
返
し
し
て
い
き
ま
す
。

佐
々
木 

亮
太
さ
ん（
安
永
）

有
竹 

真
吾 

先
生

大
任
小
学
校
時
代
の
恩
師

　成人おめでとうございま
す。晴れて大人の仲間入りで
すね。これからは自分の発言
や行動に責任を持ち、相手
の立場に立って考えることの
できる一人前の大人として頑
張ってください。皆さんのご
活躍を期待しています。

山
口 

由ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う 

先
生

今
任
小
学
校
時
代
の
恩
師

　新成人の皆様、おめでと
うございます。８年ぶりに文
集をめくり12 歳の姿を思い
返していました。今日まで「悩
み」それを「乗り越えて」今が
あるのだろうと思います。と
もに社会人として頑張ってい
きましょう。

髙た
か

瀨せ 

昌あ
き

子こ 

先
生

大
任
小
学
校
時
代
の
恩
師

　成人となった皆さん、おめ
でとうございます。小学校時
代にたくさんのことにチャレ
ンジし、困難なことも乗り越
えていくあなたたちは、とても
頼もしかったです。これから
も周りの人たちを大切にして、
幸せな道を歩んでください。

元 生徒会会長
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　12 月 24 日、道の駅おおとう桜街道で政策研究会や大任
町商工会女性部、役場職員などの協力により、年末もちつき
大会が行われました。今回用意されたもち米は４俵。ここで
ついたもちは、道の駅を訪れた人に無料できな粉もちや酢も
ちにしてふるまわれたほか、袋に
詰めて配られました。もちを受け
取った人からは「つきたてでやわ
らかい」「温かくておいしかった」
などの声があがりました。

人々とのふれあいを大切に
道の駅で年末もちつき大会

▼永原譲二町長をはじめ、多くの関係者が力強くもちをつきました

　前回大会に引き続き、今回も多くの選手が好成績を残しました。
■第 19 回九州地区空手道選手権大会
▶個人戦組手（２位）安方 芯之介　▶個人戦組手（２位）朝部 歩海
▶個人戦型（２位）朝部 歩海
■第16回筑豊地区新人空手道選手権大会
▶個人戦組手（優勝）鶴田 真唯・朝部 歩海　（３位）前田 みりあ
▶個人戦型（２位）朝部 歩海　（３位）朝部 博海
▶団体戦組手（優勝）朝部歩海・山田朝日・山本優陽・朝部 博海・
安方 芯之介・野田 大和　　　　　　　　　　　　   ※敬称略

努力は決して裏切らない
NPO法人日本空手松涛連盟の選手が大会で上位に輝く

▲峰集会所で毎週火・木曜日の18時30分から稽古しています

　１月16日、今任町民会館の茶室で茶道教室の初稽古である初
釜が行われました。朝から着付けに励み、色あでやかな着物姿
に身を包んだお弟子さん 14 人が参加。茶室では、鈴木隆幸先
生（峰）が炉に炭をくべる炭

すみ
点
て

前
まえ

を披露し、香り高い抹茶を点
た

て、
お弟子さんたちに振る舞いま
した。茶室では、和やかな雰
囲気の中、お弟子さんたちは
お茶を順番に味わいながら新
春の風情を楽しんでいました。

茶室で新春の風情を楽しむ
今任町民会館の茶道教室で初釜

▲手本となる先生の作法や手順などを拝見するお弟子さんたち

　12 月 24 日、道の駅おおとう桜街道もみじ館でクリスマス
コンサートが行われました。コンサートは 100 席以上あった
観客席がほとんど埋まるほどの大盛況。訪れた人たちは、心
躍らせる歌声や演奏を楽しみながら聴いていました。
　初出演ながら見事な弾き語りを披露した樋口聖典さん、5
人で力を合わせ会場に元気を与えた The Diamonndos( ザ・ 
ダイアモンズ )、心に響きわたる歌声を披露した彩夏さん、
幅広いジャンルの演奏で会場をにぎわせた九州音楽事務所
Ｑ
ク オ ン

ｰ on など、４組の豪華ゲストが出演しました。

歌と演奏にクリスマスの願いを込めて
道の駅でクリスマスコンサート

▼歌詞を一般公募して作曲したオリジナルソングなどを熱唱する樋口さん

団員たちの思いは一つ
住民の安全と安心を守ること

１月13日、川崎町サン・スポーツランドで田川地区では初となる「平成31年田川地区合同出初式」が行われ
ました。田川郡町村会の会長を務める永原町長が田川市町村合同での出初式開催を呼びかけ、昨年４月に
田川地区防災会議が結成され、本出初式の開催が決定しました。会場には佐々木惠治団長をはじめとする
大任町消防団のほか、川崎町・糸田町・福智町・赤村の消防団など約1,000人が参加しました。
式典では、服装・機械器具点検や分列行進、表彰授与、祝賀放水などが実施され、各町村の団員たちは、
住民の安全と安心を守る誓いを新たにしました。各種表彰は次のとおりです。（大任町消防団員のみ記載）

平成31年田川地区合同出初式

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

▼
永
年
勤
続
功
労
章

永
原 

徳
雄（
第
４
分
団 

分
団
長
）

【
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
章

柳
瀬 

敦（
第
３
分
団 

副
部
長
）

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】

▼
感
謝
状

山
橋 

隆
治（
第
１
分
団 

部
長
）、藤
井  

勇

（
第
１
分
団 

副
部
長
）、奈
須 

伸
一
郎（
第
２

分
団 

副
部
長
）

【
福
岡
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

▼
竿か

ん

頭と
う

綬じ
ゅ

大
任
町
消
防
団
第
４
分
団

▼
優
良
団
員
表
彰

城
本 

一
永（
第
１
分
団 

団
員
）、小
田 

健
二

（
第
１
分
団 

団
員
）、鎌
田 

馨
生（
第
１
分
団 

団
員
）、丹
村 

勇
気（
第
２
分
団 

団
員
）、丹
村 

光（
第
２
分
団 

団
員
）、金
子 

健
太（
第
３
分

団 

団
員
）、山
本 

泰
裕（
第
４
分
団 

団
員
）

▼
永
年
勤
続
表
彰

●
35
年 

坂
本 

年
行（
本
部 

副
団
長
）

●
25
年 

皆
川 

英
和（
第
２
分
団 

分
団
長
）

●
20
年 

山
橋 

隆
治（
第
１
分
団 

部
長
）、藤
井 

勇（
第
１
分
団 

副
部
長
）、奈
須 

伸
一
郎（
第
２

分
団 

副
部
長
）

●
15
年 

杉
原 

博
文（
本
部 

部
長
）、岩
下 

哲

也（
第
１
分
団 

班
長
）、前
田 

芳
博（
第
１
分
団 

班
長
）、栗
本 

広
寿（
第
２
分
団 

団
員
）、安
方 

清
博（
第
４
分
団 

班
長
）、浦
野 

忠
典（
第
４
分

団 

班
長
）

●
10
年 

大
場 

英
治（
第
３
分
団 

団
員
）、有
吉 

靖
弘（
第
４
分
団 

団
員
）、永
原 

隼
人（
第
４
分

団 

班
長
）

【
田
川
郡
消
防
支
部
連
合
会
長
】

▼
優
良
団
員
表
彰

高
木 

敦
宏（
第
１
分
団 

部
長
）、奥
田 

俊
宏（
第

１
分
団 

部
長
）、安
武 

数
昭（
第
３
分
団 

班
長
）

14消防団を代表して最前列で敬礼をする
５町村の団長と団旗を掲げる団員。2服装・
機械器具点検を行う永原譲二町長。3大任
町消防団を代表して祝賀放水を披露した第
２分団の団員たち。5消防団員に激励の言
葉を述べた永原町長。6大任町消防団では、
８人の女性団員が活躍しています。7消防
車両に乗り、場内を周回する団員たち。

１２

３

４ ５ ６ ７
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Information
福岡県特定最低賃金改定
平成 30 年 12 月10日から改定されました

　福岡県特定最低賃金が以下のとおり改
定されました。

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　福岡県筑豊労働者支援事務所が「労働問題相談会」を開催します。
この機会に解雇や賃金未払いなど、働くうえでの悩みを気軽に相談く
ださい。
■とき　２月28日木　13時30分～ 16時
■ところ　大任町役場 １階視聴覚室
■相談料　無料
※労働者支援事務所の職員が早期解決に向けた助言や情報提供を行います
問福岡県筑豊労働者支援事務所　☎0948・22・1149

　働くうえでの悩みを気軽に相談ください

　

自
衛
官
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
３
日
㈰

■
と
こ
ろ　

福
岡
駐
屯
地（
福
岡
市
）

■
受
付
期
間

２
月
16
日
㈯
～
２
月
26
日
㈫

■
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
で
日
本

国
籍
を
有
す
る
人

※
試
験
当
日
の
開
始

時
間
は
、
受
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
自
衛
隊
福
岡
地

方
協
力
本
部 

飯
塚
地
域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

　
福
岡
県
で
は
、
保
育
士
資
格
を
持
つ
人

の
就
業
を
支
援
す
る
た
め
、
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
イ
ト「
ほ
い
く
福
岡
」を
開
設
し
て
い
ま

す
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
求
職
登
録
や
求

人
検
索
の
ほ
か
、
面
接
の
申
し
込
み
も
可

能
で
す
。
ま
た
、
就
職
説
明
会
な
ど
の
イ

保
育
士
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

ベ
ン
ト
情
報
も
掲
載

し
、
保
育
施
設
へ
の

就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

問
福
岡
県
保
育
士
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
２
・
７
９
５
５

　
福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー（
見
立

病
院
）で
は
、
患
者
や
家
族
、
県
民
、
介

護
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
認
知
症
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

２
月
27
日
㈬　
13
時
～
17
時

■
と
こ
ろ　

青
少
年
文
化
ホ
ー
ル（
田
川
市
）

■
入
場
料　

無
料

※「
暮
ら
し
を
支
え
る 
医
・
食
・
住 

～
生

活
者
の
視
点
で
暮
ら
し
と
向
き
合
う
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
４
人
の
講
師
が
講
演
を

行
い
ま
す

※
電
話
で
の
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

※
空
席
が
あ
れ
ば
当
日
参
加
も
可
能
で
す

問
福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー 

☎
46
・
２
１
６
４

認
知
症
公
開
講
座

特定最低賃金 １時間

製鉄業、製鋼、鋼材製造業など 950 円

電子部品、電子回路、デバイスなど 905 円

輸送用機械器具製造業 923 円

百貨店、総合スーパー 867 円

自動車（新車）小売業 915 円

※特定最低賃金に該当しない産業は、福岡
県最低賃金（１時間814円）が適用されます。
詳しくはお問い合わせください
問福岡労働局労働基準部監督課賃金室
☎092・411・4578

　献血に協力をお願いします
　２月26日、役場玄関前および道の駅おおとう桜
街道にて献血を行いますので協力をお願いします。
■とき　２月26日火　10時～ 12時（役場）、14時
～ 16時（道の駅）
■ところ　大任町役場 玄関前・道の駅おおとう桜街道
※65歳以上の人で献血に協力していただける人は、
60歳～ 64歳までに献血を経験した人に限ります
問住民課 衛生係   ☎63・3003

求人
その２ 嵐の湯（薬石浴）スタッフ

温度45度前後、湿度80％以上の
部屋での作業と、施設内の清掃およ
び整理などの業務です。

求人
その１ さくら館清掃or受付スタッフ

◎清掃
主に脱衣室、トイレ、ユニット（体
を洗う場所）などの清掃業務です。
◎受付
受付や家族風呂の清掃業務です。

求人
その３ マッサージ師

館内にあるマッサージ室で、ボディ
ケアを通じて筋肉をほぐしたり、そ
のほかのマッサージを行ったりする
業務です。（マッサージ経験者のみ）

〈応募方法〉
まずは気軽にお問い合わせください

大任町大字今任原 1339
さくら館（温泉館）　TEL 63・4126

【時 給】815 円～（マッサージを除く）
※マッサージについてはお問い合わせください

道の駅おおとう桜街道さくら館
道の駅で

働いてみませんか？

　

国
民
年
金
と
は
、
働
く
世
代
が
出
し

合
っ
た
保
険
料
と
税
金
を
合
わ
せ
て
、
老

齢
世
代
に
年
金
を
支
給
し
、
経
済
的
に
援

助
す
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
老
後
だ
け
で

な
く
、
思
わ
ぬ
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
者
に

な
っ
た
と
き
や
、
配
偶
者
を
亡
く
し
て
遺

族
に
な
っ
た
と
き
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

◉
年
金
加
入
者
は
3
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す

▼
第
1
号
被
保
険
者　

自
営
業
者
や
農

林
漁
業
者
、
無
職
、
学
生
な
ど
が
加
入

し
、
保
険
料
は
自
分
で
納
め
ま
す
。
納

め
た
も
の
は
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
、
忘
れ
ず

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
第
2
号
被
保
険
者　
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
の
加
入
者
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
国

民
年
金
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制

国
民
年
金
と
は
ど
ん
な
制
度
な
の
か
？

度
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
個
人

で
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
第
3
号
被
保
険
者　

厚
生
年
金
や
共

済
組
合
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
保
険
料

を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
届

出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
保
険
料
は
配

偶
者
の
加
入
す
る
年
金
制
度
が
ま
と
め

て
負
担
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◉
受
給
資
格
期
間
は
10
年
間

　
年
金
を
受
給
す
る
の
に
必
要
な
加
入
期

間
は
、
平
成
29
年
８
月
１
日
よ
り
、
25
年

以
上
か
ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
任
意
加
入

　

60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人
や
、

40
年
の
納
付
期
間
が
な
い
た
め
、
満
額

受
給
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
厚
生
年

金
・
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い

人
は
本
人
の
申
出
に
よ
り
60
歳
以
降（
申

出
さ
れ
た
月
以
降
）で
も
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
任
意
加
入

を
す
る
場
合
の
支
払
い
方
法
は
、
原
則

と
し
て
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
直
方
年
金
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

↑
こ
ち
ら
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

場所 時間 人数

さくら館清掃 ６時～ 10 時 ２名

さくら館受付 11時 30 分～ 17 時 １名

〃 14 時 30 分～ 22 時 30 分 １名

〃 17 時～ 22 時 30 分 １名

さくら館嵐の湯 12 時～ 18 時 １名（男）

〃 18 時～ 24 時 30 分 ２名（男女各）

【時 間】下記の時間帯

　
田
川
公
証
役
場
で
は
、
遺
言
や
相
続
、

任
意
後
見
契
約
な
ど
、
公
正
証
書
に
関

す
る
相
談
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
内
会
や
公
民
館
な
ど
に
公
証
人

が
訪
問
し
、
説
明
を
行
う
出
前
講
座
も

あ
り
ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

平
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
と
こ
ろ　

田
川
公
証
役
場（
田
川
市
）

■
相
談
内
容　

遺
言
、
尊
厳
死
宣
言
な
ど

■
相
談
料　

無
料

※
相
談
を
希
望
す
る
人
は
電
話
で
事
前

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

問
田
川
公
証
役
場 

☎
０
９
４
３
・
44
・
４
１
３
０

田
川
公
証
役
場
出
前
講
座
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税の申告が
始まります

　平成30年分所得税と平成31年度町県民税の申告時期に
なりました。期間内での申告をお願いします。

問役場税務課　63・3002
問田川税務署　44・0430

❖申告が必要な人
　平成31年１月１日現在で、大任町に居住している人が
対象となります。収入の有無にかかわらず申告をお願いし
ます。
※国民健康保険や後期高齢者医療保険、介護保険に加入
している人、町営住宅に入居している人は、申告をしない
と保険料や家賃の算定ができません。必ず申告をしてくだ
さい

❖申告の必要がない人
◆給与収入のみの人
一カ所からの給与収入のみで、年末調整の内容に変更が
ない人。
◆年金収入のみの人
年金収入金額が 148 万円（65 歳未満は 98 万円）以下であ
る人。

〈役場での通常の受付期間〉
とき ところ

２月18日月 ～３月15日金（土･日は除く）

９時～ 16 時
役場１階 多目的ホール

（収入のない人は税務課窓口で受付）

〈役場での休日の受付日〉
とき ところ

３月３日日 ９時 ～ 16 時 役場１階 多目的ホール

〈農業所得収支内訳書の作成受付〉
とき ところ

２月21日木 ～２月22日金
９時～ 15 時

田川農協大任支所

❖農業所得者受付
　農業所得のある人で収支内訳書（農業所得用）の作成を
希望する人は、下記の日程で作成を行い
ます。この日程以外は役場税務課で受け
付けますが、作成に時間がかかることが
あります。できるだけ下記日程での作成
にご協力をお願いします。
※30年中の農業所得に係る収支が分かる
通帳、農協での購買履歴、その他領収書
などを持参してください

〈田川税務署での受付期間〉
とき ところ

２月18日月 ～３月15日金（土･日は除く）

平日 ９時～ 16 時

たがわ情報センター（旧田川東高校跡地）
「田川市番田町２ー１」

※期間中は税務署での相談は行いません。

❖ マイナンバーを忘れずに
　申告にはマイナンバーの記載が必要です。申告の際は、
以下のものを必ず持参してください。
◆�マイナンバーがわかるもの
マイナンバーカード（顔写真付きのカード）、マイナン
バー通知カード（顔写真無しのカード）、マイナンバー
記載の住民票など
◆�本人確認書類
運転免許証、健康保険証、パスポート、身体障害者手帳
など
※扶養親族のマイナンバーも記載する必要がありますの
で、扶養親族のマイナンバーが分かるものも持参してく
ださい

❖ 配偶者控除・配偶者特別控除の額が
変わります
　平成 30 年分の確定申告から配偶者控除・配偶者特別控
除の要件が見直され、申告者の合計所得金額に応じ、控
除額が変わりますので、計算の誤りに注意してください。
控除額について詳しくは税務課にお問い合わせください。

❖ 医療費控除の特例制度
「セルフメディケーション税制」とは
　健診や予防接種などを受けて健康保持・増進に取り組
んでいる人が、昨年１月以降にスイッチ OTC 医薬品を
一定金額以上購入した場合に所得控除が受けられる平成
33 年までの特例制度です。従来の医療費控除と同時に
は受けられませんので注意してください。

◆�対象者の要件
・所得税や町県民税が課税されている人

申告に必要なもの
① 役場および税務署から送付された申告案内書類（ハガキなど）
② マイナンバーが確認できるもの、本人確認書類（運転免許証、健康保険証など）
③ �印鑑
④� 平成 30 年中の収入を証明するもの（給与・年金の源泉徴収票、そのほか収入のわかるもの）
⑤ 事業（農業・不動産）所得のある人は、収入金額が分かる書類や通帳、必要経費の領収書など
⑥� 平成 30 年中の保険料の支払証明書（国民年金保険料や生命保険料、地震保険料の控除証明書など）
�⑦ 障害者控除のある人は、身体障害者手帳など
⑧ �医療費控除のある人は、病院・薬局の領収書、医療保険者から交付を受けた医療費通知、セルフメディ

ケーション税制を選択する場合は、健診や予防接種などを受けたことを証明するもの
⑨� 所得税の還付申告をする人は、本人名義の通帳または口座番号のわかるもの
⑩ その他控除に必要な書類（雑損控除、住宅借入金等特別控除など）

・健診や予防接種などを受けて健康保持・増進に取り組
んでいる人
・スイッチ OTC 医薬品を年間 12,000 円（上限は 88,000
円）を超えて購入している人

◆�スイッチＯＴＣ医薬品とは
・医療用薬品（主に医師が処方する医薬品）から OTC
医薬品（薬局やドラッグストアで販売されている、医師
の処方を受けなくても購入できる医薬品）に転用された
医薬品です。
※ 受付時には混雑しますので、必ず一人分ずつ病院、
薬局ごとに領収書を整理し、計算した上で持参してく
ださい

月 日月 ～ 月 日金

◎確定申告は便利な e-Taxで
　確定申告書の作成は便利な国税庁ホームページ

（www.nta.go.jp）の中の「確定申告書等作成コー
ナー」を利用して、e-Tax または、郵送で田川税
務署に提出してください。
※郵送の場合、氏名右横に、印鑑を忘れずに押し
てください。
郵送先 ⇒ 〒825-0016
　　　　  田川市新町 11 番 55 号　田川税務署

◎申告と納付期限に注意
▶所得税・贈与税の申告と納付は３月 15 日金まで
▶個人事業者の消費税の申告と納付は４月１日月まで
　　　　　　　  問田川税務署　☎ 44・0430

田川税務署からのお知らせ
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　12月10日、見立病院と協力して第5回認知症出前講座を開催しました。今回は「認知症を知ろう
～どんな種類や症状があるでしょう～」というテーマで学びました。
　加齢による物忘れは、物事の一部を忘れることをいいますが、認知症の記憶障害とは、物事その
ものを忘れることをいいます。
　認知症には、アルツハイマー型認知症、脳血管型認知症、レビー小体型認知症、前頭側頭型認知
症などがあります。初期症状では、食事したことを忘れる（2、3分前のことも忘れる）、話がかみ合
わない、自分の誕生日が分からない、ひとりで着替えができない（今までできて
いたことができなくなる）などの症状がみられます。
　認知症の人は、自分自身の変化にとまどいや不安を感じています。そのため、
まわりの人が病気をよく理解して適切に対応したり、リハビリを行ったりするこ
とで症状の改善につなげることができます。次回は物忘れ予防に効果的な運動
療法「コグニサイズ」を予定していますので、ぜひ、参加ください。

さまざまな方面から高齢者のみなさんを支援します

こんにちは！地域包括支援センターです

出前講座

とき：２月25日月 12時30分～ 13時

ところ：島台隣保館

大任町地域包括支援センター

（レインボーホール・老人福祉センター内）

８時30分～17時15分（月～金）

☎41・8060

２月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 １ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 １ ２

●あっ！ ゆきだ　　　フランクリン Ｍ . ブランリー       作
DVD　　　　　　　　　　　　　　　　　
●四月は君の嘘  　   　　　　　　　　　　   　新城 毅彦  　監督    
●日本の昔ばなし 　　    　　                鈴木 卓夫  　監督
●グレイテスト・ショーマン 　 マイケル・グレイシー  　監督
C D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
●ラブとポップ　　　　　　　  　　　   　　オムニバス   　　
●ゴールデン★ベスト　　　　  　　　   　　      吉田 拓郎   　　

一般書
●下町ロケット ヤタガラス　　　　　　    池井戸 潤   著 
●木枯らしの  　　    　　　　　　　　　  　   佐伯 泰英   著 
●♯名画で学ぶ主婦業  　　          　田中 久美子  監
●居酒屋ぼったくり⑩  　　    　　　　     秋川 滝美   著
児童書
●右手にミミズク　　   　　　　　　         蓼

たて
内 明子   作

●たべることはつながること        　　  　　　　　パトリシア ローバー   作

町と地域をつなぐ糸
～道の駅おおとう桜街道から情報を発信～

　「宋
そん

家
け

」では、本場韓国の厳選素材や大任産の野菜、A5ラ
ンクの九州産黒毛和牛などを使用し、日本人向けの韓国料理
を提供しています。当店の看板メニューは、石焼ビビンバと
チーズチヂミです。石焼ビビンバは、A5ランクの九州産黒
毛和牛と野菜のバランスが抜群で、その旨味を自家製タレと
卵のまろやかさが引き立てます。また、チーズチヂミは鉄板
で焼き上げ、通常より厚めの生地で仕上げています。その
ほかにも、オシャレな韓国スイーツや道の駅限定のギョーザ
鉄板なども準備していますので、ぜひ、お越しください。
問 道の駅おおとう桜街道 もみじ館　☎63・4430

オソオセヨ
（いらっしゃいませ）

石焼ビビンバ 850円

上
田 

昌
司
さ
ん

宋
家

宋家 人気No.１

大任町結婚新生活支援助成金
大任町では、婚姻に伴う新生活を経済的に応援し、子育てしやすい環境づくりを推進

するため、経済的理由で結婚に踏み出せない人を対象に、一部の費用を助成します。

●助成内容（①②③合わせて上限 24 万円）
①住居の取得
②賃貸費用（賃料・敷金・礼金・共益費に限る）
※会社からの住宅手当は対象外（生活保護の住宅扶助も同様）
※その他、公的制度による家賃補助などを受けていないこと
③引越費用（引越業者使用に限る）

●助成条件（①②③共通）
▶年間所得が世帯合計で340万円未満であること
▶平成30年５月１日から平成31年２月28日までに婚姻し、当該住
宅の住所へ転入していること
▶夫婦ともに34歳以下であること
▶大任町から１か月以内に転出していないこと

●その他
▶過去にこの制度に基づく助成を受けていないこと
▶助成内容により、提出書類が異なります
※申請書および添付書類を提出し、助成金の振り込みは約１か月後を予定
問福祉課 福祉係　☎63・3004 Marriage new life

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

※蔵書点検のため、21日～ 28 日
が休室日となっています。

　のぞみの里就労支援事業所では、年間を通じて「しいた
け」を栽培しています。私たちのこだわりは、その日に採
れた新鮮なものだけを出品しているところです。そのため、
香りがよく味もおいしいです。また、採れたての「しいた
け」は道の駅に出品するだけでなく、大任町の学校給食や
町外の病院などでも使われています。さらに、売り上げ
から経費を差し引いて残ったお金は、すべて施設利用者
の工賃に加えるという取り組みをしています。みんなで協
力して栽培した「しいたけ」を、ぜひ、お試しください。

新鮮さと味に自信を
もって提供しています

永原 修二さん
のぞみの里施設長

牟田 政信さん
のぞみの里利用者
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故    ６件  （149 件）
●人身事故    ０ 件   （26 件）
●死亡者数    ０ 件    （１件）
●負傷者数    ０ 件    （37 件）

（　）内は平成 30 年の累計

交通事故発生状況（12 月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（12 月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

 ２月行事予定表 如月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 28 29 30 31 1 ２
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

ロコモ若返り
教室

【集会室 13時30分〜
15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

町県民税
第４期納期限

町内小学校
入学説明会

３ 節分 ４ 立春 ５ ６ ７ ８ ９
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(人権・行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【視聴覚 13時30分〜
14時30分】

10 11 建国記念の日 12 13 14 15 16
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

弁護士出張
無料相談

【視聴覚 13時〜16時】
※事前申し込み必要

17 18 19 雨水 20 21 22 23
少年の主張
田川地区大会

【糸田町文化会館 受付：
９時30分　開会:10時】
※詳細は22ページ

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室13時30分〜
14時30分】

大任小・今任小
６年生を送る会

24 25 26 27 28 1 ２
ロコモ若返り
教室

【集会室 13時30分〜
15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

ロコモ介護予防
相談

【集会室 13時30分〜
15時】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

親子家庭訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅 】
※要予約

vol .109 

▼今回の展示を通じて、研究を受け継いでくれる人が出てきてほしいです

植物の魅力を受け継いでいきたい
　今回のクローズアップは、大任町に自身の功績を紹介す
るパネル４枚を寄贈した、コケ研究者の﨑山欽一郎さんと、
中学校時代の教え子でコケ研究の仲間でもある木村素子さ
んです。２人に今回の展示について話を聞いてみました。

﨑山 欽一郎さん
　私は以前、中学校の理科教諭をしていました。川崎中学校
で勤務していたとき、田川高校の生物教諭をしていた先生に
誘われ、一緒に英彦山や香春岳に行ったことで植物に魅力を
感じ、コケの研究を始めました。そして数年後に香春岳の一
ノ岳で一つのコケを採集しました。後に、このコケは日本で
初めて発見されたことが分かり、「サキヤマホウオウゴケ」と
名付けられました。このコケは私の宝です。振り返ってみる
と、長年にわたり植物や山を登る人と出会うことができたの
で、幸せな人生だったと感じています。まだまだ仕事は残っ
ていますが、94歳となり体がついていかないのが現状です。
今回のふるさと館おおとうに展示したパネルを見て、興味を
もってくれる人が出てきてくれるとうれしいです。

木村 素子さん
　今回、コケの展示会で知り合った仲間と３人でパネルを作
製しました。このパネルには「サキヤマホウオウゴケ」発見に
至るまでの先生の経緯や研究の歩みなどについて記載してい
ます。また、絶滅したと言われていた「サキヤマホウオウゴケ」
が香春岳の二ノ岳・三ノ岳で発見されていますので、興味の
ある人は登山のついでに探してみてください。

（上）：﨑
さ き

山
や ま

 欽
き ん

一
い ち

郎
ろ う

さん （西白土）

クローズ・アップ

−コケ研究者− vol .148

　学校生活の中で、大きな行事の一つ「大任小体育会」に
向けてスタートをした２学期でしたが、そのほかにも子ど
もたちは、多くのことにチャレンジしました。
　「家庭学習がんばり週間」「読書がんばり月間」「みんなで、
なわとび」などの取り組みに対して、子どもたちは自分の目
標を立てて努力し、家の人や地域の人、学校の先生などか
らの励ましを受けながら、目標達成に向けて頑張りました。
　特に「読書がんばり月間」では「一人50冊以上を借りよ
う」と目標を立て、図書室にお気に入りの本を次々に借り
に来る子どもたちの姿が印象的でした。「先生、まだ図書
室は開かないんですか」と催促する子どもたちの声。本当
にうれしい悲鳴の日々が続きました。
　『最近の子は、読書嫌いで…』などという声も聞かれる
この頃ですが、読む機会がないだけで、基本的に子ども
たちは、本が大好きなんですね！！
　そして「みんなで、なわとび」では、１・２年生は短縄の個
人記録、３年生から６年生は、大縄の「八の字跳び」の回数
で記録に挑戦しました。子どもたちは、休み時間にまで自
主的にクラスのみんなと練習に取り組んでいました。その
都度「今日は何回を目標にしよう」「どんまい。どんまい」と
言い合いながら、頑張る子どもたちの姿が印象的でした。
　大任小学校では、このようにさまざまな機会を与え、子ど
もたちが自主的に頑張る場をつくりだし、最後まで頑張りぬ
く子ども達の姿をほめて力を伸ばそうと取り組んでいます。
問教育課 学校教育係  ☎63・3110

「鍛えて！ ほめて！ 子どもの力をのばそう！」

大任小チャレンジの２学期！!

教 育 信通 大 校学任 小

　３月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募集
します。次回の締め切りは２月15日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

31日木
国民健康保険税

後期高齢者医療保険料
第７期納期限

26日火
献血

【役場 10時〜】
※詳細は15ページ

13日水～ 15日金
大任中３年生期末考査

20日水～ 22日金
大任中１・２年生期末考査

28日木
国民健康保険税

後期高齢者医療保険料
第８期納期限

18日月
所得税・住民税
確定申告受付

（３月15日まで）

21日木～ 22日金
農業所得収支受付

（田川農協大任支所９時～ 15時）
※大行事と今任原で日付を分けていません

３日日
自衛隊就職説明会

【視聴覚 13時～】
問自衛隊飯塚地域事務所

☎0948・22・4847

ち ゃ ん １歳
Ｈ30年２月19日生まれ

柿原・女の子

（下）：木
き

村
む ら

 素
も と

子
こ

さん （柿原）

21 2019. ２月号 2019. ２月号 20



（平成 30 年 12 月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,695 人  （＋３）    766 人（＋２） 2,461 人 （＋５）
女 1,695 人  （±０） 1,135 人（＋５） 2,830 人 （＋５）
計 3,390 人  （＋３） 1,901 人（＋７） 5,291 人 （＋ 10）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,554 世帯（＋６）

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
江
戸
時
代
中
期
の

測
量
家
で
あ
り
、
日
本
最
初
の
実
測
地

図
を
作
成
し
た
伊
能
忠
敬
で
す
。

　

こ
の
忠
敬
に
ま
つ
わ
る
６
ペ
ー
ジ
の

特
集
は
、
町
内
の
方
か
ら
の
情
報
提
供

が
き
っ
か
け
と
な
り
実
現
し
ま
し
た
。

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

▼
先
日
、
元
旦
の
夜
明
け
か
ら
３
社
参
り

に
行
き
ま
し
た
。
私
は
、
今
ま
で
初
詣
に

行
く
と
き
は
、
夜
中
の
運
転
を
父
に
任
せ

て
寝
て
い
た
の
で
、
夜
中
に
渋
滞
し
て
い

る
状
況
で
運
転
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
不
安
も
あ
り
、
行
く
途
中

で
、
普
段
飲
み
き
ら
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー

ヒ
ー
や
大
好
き
な
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
な
ど
を

買
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
考
え
は
甘

か
っ
た
で
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
は
苦

く
て
飲
み
き
れ
ず
、
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
の
糖

分
で
睡
魔
が
増
し
、
私
の
状
態
は
も
う
す

ぐ
イ
エ
ロ
ー
信
号
。
そ
ん
な
私
を
自
然
の

風
が
救
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
神

社
に
着
き
、
お
み
く
じ
を
引
く
と
大
吉
。

し
か
し
、
福
引
き
で
は
相
手
が
１
等
を
出

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
28
等
と
い

う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
今
回
の
経
験

を
通
じ
て
、
私
は
夜
明
け
に
毎
年
運
転
を

し
て
く
れ
て
い
た
父
を
改
め
て
尊
敬
で
き

る
正
月
と
な
り
ま
し
た
。（
勇
輝
）

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp/）
●糖尿病および合併症予防のための講演会
■内容　日本国内の糖尿病患者数は、糖尿病予備軍
を含めると2,000万人以上と言われています。糖尿病
は放置すると網膜症、腎症、神経障害および動脈硬化
による心筋梗塞や脳梗塞などの合併症を引き起こす大
変な病気です。
　今回、香春町で糖尿病に関する講演会を開催するこ
とになりました。糖尿病の人や関心がある人など、ど
なたでもお越しください。
■とき　３月３日日　12時～ 16時
■ところ　香春町町民センター（香春町）
●12時～ 16時
▶身長、体重、血圧測定、血糖測定
▶健康相談（医療相談、栄養相談、生活相談など）
▶糖尿病に関する展示（食品、医療器具、パンフレット）
▶運動コーナー
●13時30分～ 15時30分
▶角 亜希子さん（小倉記念病院 代謝内科部長）による
糖尿病についての講演会
問香春町役場 保険健康課　☎32・8401

　昨年 12 月にレインボーホールで行われた「第 31回大任町少年の主張大
会」。この主張大会の中で「高い技術と笑顔で人を幸せに」を発表した今任小

学校６年生の早川哲生さんが、町の代表として糸
田町文化会館で行われる「第 25 回少年の主張田
川地区大会」で発表します。
■とき　２月17 日日　
受付：９時 30 分　開場：10 時
■ところ　糸田町文化会館（糸田町）
問教育課 社会教育係　☎ 63・3110

町を代表して早川哲生さんが出場
第 25 回少年の主張田川地区大会

2/17
日

開催

　３月31日に開催される「第 29 回花としじみの里おおとうマラソン」の参加者
を募集しています。大勢で桜吹雪が舞う春の桜街道を駆け抜けてみませんか。
　参加申込書は、役場や道の駅、レインボーホールなどに置いています。
また、参加希望者には申込書を郵送します。
■とき　３月 31日日（雨天決行）
■ところ　大任町 B ＆ G 海洋センター（大任町大字大行事 3096 番地）
■参加資格　平成 27 年４月１日以前に生まれた人
※５㎞、10㎞には小学生未満は参加できません
■参加料　一般：3,000 円　高校生：1,000 円　中学生以下：無料
※申込書には平成 31年３月 31日時点の年齢を記入してください
※詳しくはホームページをご覧ください
問総務企画財政課 おおとうマラソン事務局　☎ 63・3000

参加申し込みは２月 28 日木（必着）まで
第 29 回花としじみの里おおとうマラソン

３/31
日

開催

おおとう
　　議会報告

2018

12
輝きに満ちた町を目指して

議 会 本 会 議 平成 30 年 12 月定例会が 12 月 12 日
から 14 日までの３日間の日程で開会さ
れましたので、その審議内容と結果をご
報告いたします。 (12 日 ) の審議経過

記

　12 月　12 日　議会本会議 （出席者 10 名、欠席者０名、欠員１名）
　　　　　　    （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　12 月　13 日　総務常任委員会 （大任町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
　　　　　　　  について等の審査）
　12 月　14 日　議会本会議 （出席者 10 名、欠席者０名、欠員１名）
　　　　　　    （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
１
番
、
田
中
良
幸
君
及
び
３

番
、丹
村
咲
男
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

〈
全
員
異
議
な
し
で
、
12
月
12
日
か

ら
14
日
ま
で
の
３
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定
〉

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

○
請
願
書
及
び
一
般
質
問
の
提
出
は

あ
り
ま
せ
ん
。

２
、
系
統
議
長
会
関
係

○
今
回
、
請
願
及
び
一
般
質
問
の
提

出
は
あ
り
ま
せ
ん
。
陳
情
書
及
び
意

見
書
が
各
１
件
あ
り
ま
す
が
、
議
会

運
営
委
員
会
の
意
向
の
と
お
り
、
各

議
員
に
配
布
す
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

○
９
月
27
日「
第
２
回
福
岡
県
市
町

村
職
員
退
職
手
当
組
合
議
会
臨
時

会
」出
席
。
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そ
の
内
容
は
、
条
例
の
改
正
、
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
、
他
２
件
の
案
件
を

異
議
な
く
了
承
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

○
10
月
14
日「
糸
田
町
町
政
施
行
80

年
式
典
」出
席
。

○
10
月
27
日「
第
２
回
全
国
未
成
線

サ
ミ
ッ
ト
赤
村
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
全
国
に
点
在
す
る

開
通
に
至
ら
な
か
っ
た
、
鉄
道
線
路

の
未
成
線
の
有
効
活
用
を
進
め
て
い

く
た
め
、
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

○
10
月
28
日「
川
崎
町
町
政
施
行
80

年
式
典
」出
席
。

○
11
月
１
日「
主
要
地
方
道
八
女
香

春
線
国
道
昇
格
促
進
期
成
会
・
合
瀬

耳
納
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
促
進
期
成

会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
主
要
地
方
道
八
女

香
春
線
国
道
昇
格
促
進
に
つ
い
て
、
九

州
地
方
整
備
局
並
び
に
福
岡
県
土
整

備
部
へ
の
要
望
活
動
で
あ
り
ま
し
た
。

○
11
月
２
日「
筑
豊
横
断
道
路
建
設

促
進
期
成
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
国
道
２
０
１
号
線

等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
国
土
交

通
省
、
財
務
省
、
衆
議
院
及
び
参
議

院
の
地
元
関
係
国
会
議
員
へ
の
要
望

活
動
で
あ
り
ま
し
た
。

○
11
月
５
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
第
２
部
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
町
村
行
財
政
対
策

並
び
に
施
策
に
関
す
る
重
点
要
望
に

つ
い
て
協
議
致
し
ま
し
た
。

○
同
じ
く
11
月
５
日「
豊
前
地
区
三

郡
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会
長
会

議
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
福
岡
県
町
村
議
会

議
長
会
定
期
総
会
、
他
３
件
に
つ
い

て
協
議
し
、
そ
の
後
め
ん
べ
い
添
田

工
場
及
び
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道

を
視
察
し
閉
会
し
ま
し
た
。

○
11
月
８
日「
田
川
郡
町
村
議
会
議

員
研
修
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
長
崎
県
小
値
賀
町

議
会
議
長
立
石
隆
教
氏
を
講
師
に
招

き「
議
会
の
権
能
の
使
い
道
と
議
会

の
立
ち
位
置
の
有
効
活
用　
小
さ
な

町
議
会
の
小
さ
な
挑
戦
」を
テ
ー
マ

に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
詳
細
等
に
つ
い
て
は
事
務

局
に
資
料
を
保
管
し
て
お
り
ま
す
の

で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

   （
委
員
長　

松
下
太
）

○
12
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議

会
運
営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て
は
、

12
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３
日
間

と
す
る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
提
出
議
案
は
、
議
案
第
37

号「
大
任
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
」か
ら
議
案
第
38
号「
平
成

30
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
」ま
で
の
２
議
案
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
受
理
し
た
請
願
及
び
一
般

質
問
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。
陳
情

書
及
び
意
見
書
を
各
１
件
受
理
し
て

お
り
ま
す
が
、
各
議
員
に
議
員
配
布

す
る
だ
け
に
と
ど
め
る
こ
と
と
致
し

ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
坂
本
年
行
）

○
11
月
５
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

平
成
30
年
第
３
回
福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
認
定
第
１
号
、

平
成
29
年
度
福
岡
県
田
川
地
区
消

防
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
で
あ
り
、
原
案
の
と

お
り
認
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
８
号
、
平
成
30
年

度
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
。

　

そ
の
内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
６
千
３
百
７
万
２
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

20
億
３
千
１
百
14
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
、
審
議
の
結
果
原
案
の
と
お

り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
次
谷
隆
澄
）

○
10
月
16
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

平
成
30
年
第
２
回
田
川
地
区
斎
場
組

合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
御
報
告
致

し
ま
す
。

　
ま
ず
初
め
に
、
平
成
29
年
度
経
過

月
分
の
出
納
検
査
報
告
が
あ
り
、
次

に
、
認
定
第
１
号
、
平
成
29
年
度
田

川
地
区
斎
場
組
合
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
認
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
３
号
、
平
成
30

年
度
田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
百
５
万
５
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
７
千
３
百
38
万
円
と
す
る
も
の

で
、原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
４
号
、
田
川
地
区

斎
場
組
合
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
、
添
田
町
議
会
の
畠
田
勝
廣
議
長

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
閉
会

致
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

日
程
第
４
～
日
程
第
５

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
37
号　

大
任
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
38
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。

総務常任委員会
13 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

佐
々
木　

次
男

●
副
委
員
長

　
　

田
中　

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下　

太

●
委　

員

　
　

宮
本　

孝 

一

審
査
内
容

・
議
案
第
37
号　

大
任
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、

本
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
38
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
億
３
千
６
百
95
万
９
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
63
億
９
千
１
百
14
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
田
中
委
員　

住
宅
の
新
設
に
よ
っ

て
、
園
児
、
児
童
が
増
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
小
学
校
に
も
進
む
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

下
今
任
の

団
地
に
よ
っ
て
、
園
児
、
児
童
の
数

と
今
任
小
学
校
の
児
童
が
か
な
り
増

え
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
。

○
田
中
委
員　

非
常
に
良
い
こ
と

で
、
今
、
子
ど
も
が
い
な
く
て
廃

校
に
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
現
状

で
、
町
長
の
考
え
が
今
任
小
学
校
を

閉
校
し
な
い
よ
う
に
思
っ
て
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
予
定
通

り
で
、
ま
た
10
年
後
に
ど
う
な
る
か

考
え
て
い
ま
す
か
。

○
小
田
教
育
長　

廃
校
に
つ
い
て

は
、
人
数
に
関
係
な
く
町
が
決
め
る

こ
と
で
す
が
、
少
な
く
と
も
今
後
６

年
間
は
複
式
学
級
は
解
消
で
き
る
方

向
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
浦
野
副
町
長　

福
祉
課
長
、
転
入

し
て
き
て
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
園

児
が
い
る
と
思
う
が
、
小
学
校
に
入

る
前
の
子
ど
も
の
人
数
を
把
握
し
て

い
な
い
で
す
か
。

○
福
祉
課
長　

約
35
名
の
未
就
学

児
童
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
の
が

今
年
度
12
月
時
点
で
約
30
人
が
保

育
所
に
入
所
し
て
お
り
ま
す
。

○
田
中
委
員　

私
が
聞
き
た
い
の
は
、

そ
れ
ら
の
政
策
で
廃
校
に
し
な
い
よ

う
に
、
行
政
が
努
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
っ
て
聞
い
た
わ
け
で
す
。
何

年
先
ま
で
頑
張
っ
て
い
け
る
の
か
と

思
っ
て
聞
い
て
い
る
。
や
が
て
は
、
続

か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

３
歳
の
子
ど
も
が
、
何
年
か
後
に
こ

う
な
る
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

作
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
任

町
の
場
合
、
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て

い
る
の
か
と
私
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
心
配
は
な
い
で
す
か
。

○
福
祉
課
長　

５
歳
児
が
11
月
現

在
47
名
、
４
歳
児
が
44
名
、
３
歳
児

が
46
名
、
２
歳
児
が
57
名
、
１
歳
児

が
36
名
、
０
歳
児
が
62
名
、
４
月
１

日
か
ら
11
月
現
在
ま
で
新
生
児
が
19

名
お
り
ま
す
。
３
１
１
名
と
い
う
推

計
を
受
け
ま
し
て
、
今
後
も
同
じ
人

数
の
子
ど
も
が
い
る
の
か
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

○
田
中
委
員　

こ
れ
か
ら
も
大
任
、

今
任
小
の
２
校
存
続
は
可
能
で
す

か
。
廃
校
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

町
長
が
頑
張
っ
て
住
宅
も
で
き
た
わ

け
で
す
。
入
居
条
件
に
も
工
夫
を
凝

ら
し
て
し
て
若
い
人
を
増
や
す
よ
う

努
力
し
て
き
た
こ
と
が
実
っ
た
わ
け

で
す
ね
。

○
小
田
教
育
長　

複
式
学
級
が
解

消
で
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
６
年

間
に
わ
た
っ
て
も
維
持
で
き
ま
す
。

○
松
下
委
員　

具
体
的
に
今
生
ま
れ

た
子
供
が
10
年
後
に
は
10
歳
で
す
ね
。

中
学
校
に
な
る
と
き
は
12
歳
で
、
今

の
つ
ば
き
団
地
の
子
ど
も
た
ち
は
も

う
中
学
生
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
す

れ
ば
、
次
の
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
退
居
し
て
も

ら
っ
て
、
新
し
い
方
に
入
っ
て
も
ら
う

と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
今
任

地
区
に
新
し
い
団
地
を
作
る
と
か
次

の
手
を
打
つ
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
の
で
す
か
。
今
回
は
う
ま
く
い

き
ま
し
た
が
。

○
永
原
町
長　

松
下
議
員
が
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
今
任
小
学
校
が
定
員
割
れ
を

起
こ
す
よ
う
な
状
況
に
な
る
と
、
今
任

小
学
校
を
大
任
小
学
校
に
統
合
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
地
元
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
よ
り
、
今
任
小
学
校
を
存
続
し
て

ほ
し
い
と
の
声
が
数
多
く
私
に
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
対
策
を

推
進
す
る
中
で
、
中
学
校
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
、
給
付
型
の
奨
学
金
制
度

や
出
産
祝
金
制
度
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
今
任
小
学
校
区
に
入
る
こ
と
が
で

き
る
支
援
住
宅
つ
ば
き
団
地（
下
今
任

地
区
）を
建
設
し
ま
し
た
。
10
年
先
を

見
据
え
た
中
で
、
皿
山
団
地
等
の
建
て

替
え
計
画
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
は
１
市
５
町
１
村
か
ら「
し
尿

処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立
処
分
施
設
」

の
建
設
に
関
す
る
事
務
委
託
を
受
け
、

負
の
施
設
を
町
内
に
建
設
中
で
あ
り
、

町
民
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な

る
負
担
を
お
か
け
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　
そ
の
こ
と
を
鑑
み
、
本
町
で
は
今
後

の
新
た
な
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、

国
が
来
年
10
月
の
消
費
税
増
税
に
伴

い
、
３
歳
以
上
の
保
育
料
の
無
償
化
を

行
う
と
い
う
こ
と
で
、
本
町
で
は
、
町

単
独
事
業
で
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で

の
保
育
園
児
の
完
全
無
料
化
に
向
け
具

体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
財
源
と
し
て
、
交
付
税
・
財
政
調

整
基
金
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

○
田
中
委
員　

行
政
サ
イ
ド
は
大

変
で
し
ょ
う
が
、
過
疎
地
域
で
は
必

ず
起
き
る
状
況
で
す
の
で
努
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て

今
、
国
が
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
言
っ

て
い
る
イ
ン
フ
レ
等
で
当
然
物
価
が
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上
が
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
町

の
給
料
が
上
が
っ
て
い
く
の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

国
の
人
事

院
勧
告
に
基
づ
い
て
、
町
も
議
会
の

議
決
を
経
て
実
施
す
る
も
の
で
、
給

料
が
上
が
る
と
き
も
あ
れ
ば
下
が
る

と
き
も
あ
り
ま
す
。

○
田
中
委
員　

今
、
安
倍
総
理
が

イ
ン
フ
レ
と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ

う
す
れ
ば
、
物
価
が
上
が
る
。
そ
れ

に
伴
っ
て
人
事
院
勧
告
で
給
料
が
上

が
る
の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

国
の
人
事

院
勧
告
に
基
づ
い
て
給
料
に
反
映
さ

れ
ま
す
。

○
永
原
町
長　

大
任
町
の
給
料
の
指

数
は
、
81
、
82
し
か
な
か
っ
た
の
が

今
は
95
、
96
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
県
で
は
大
任
町
が
一
番
給
料
が

低
い
と
い
っ
た
状
況
で
す
が
、
今
で

は
10
％
以
上
上
が
っ
て
い
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
、全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
企
画
財
政
課　

光
フ
ァ
イ

バ
ー
住
民
説
明
会
、
消
防
出
初
式
、

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
、
第
29
回

花
と
し
じ
み
の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ

ン
・
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
程
の
報
告
、
大
任
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
及
び
地
方
創

生
推
進
交
付
金
の
検
証
結
果
の
報
告

※
教
育
課　

大
任
町
成
人
式
日
程
の

報
告

※
議
会
事
務
局　

議
会
初
寄
り
日
程

の
報
告

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
松
下
委
員　

子
ど
も
の
保
育
料
に

つ
い
て
具
体
的
に
お
話
を
伺
い
た
い
。

○
永
原
町
長　

４
月
１
日
よ
り
実
施

す
る
方
向
で
す
。
３
月
議
会
で
予
算

化
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
新
年
度

予
算
で
計
上
し
た
い
。

○
宮
本
委
員　

地
方
創
生
の
一
環
と

思
い
ま
す
が
、
空
家
バ
ン
ク
に
つ
い

て
お
伺
い
し
た
い
。
添
田
町
は
新
聞

等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
大
任
町

は
後
手
に
回
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
北
九
州
市
か
ら
こ
ち
ら
に
移
住

し
た
い
が
、
適
当
な
家
賃
の
場
所
は

な
い
か
と
直
接
言
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
の
進
捗
状
況
を
お
聞
き
し
た
い
。

○
総
務
企
画
財
政
課
係
長　

総
合
戦

略
の
中
で
も
上
が
っ
て
お
り
ま
し
て
、

今
年
度
、
空
き
家
バ
ン
ク
要
綱
を
制

定
し
ま
し
た
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

を
し
ま
せ
ん
か
と
呼
び
か
け
て
、
区
長

会
の
総
会
で
も
区
長
に
対
し
て
空
き

家
情
報
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い

と
呼
び
か
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
取

り
組
み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
宮
本
委
員　

今
現
在
、
空
家
バ
ン

ク
の
登
録
は
１
件
も
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
係
長　

空
家
バ

ン
ク
の
登
録
は
２
件
あ
り
ま
す
。
１

件
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
上
今

任
の
空
家
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
情
報
は
少
し
入
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
情
報
を
収
集
し
な
が
ら

所
有
者
に
説
明
し
、
登
録
を
勧
め
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
移
住
者
へ
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

学
童
ク
ラ
ブ
の
こ
と

に
つ
い
て
お
き
き
し
ま
す
。
大
任
町
の

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
大
任
小
学
校
と
今
任

小
学
校
の
ハ
ウ
ス
１
棟
で
す
が
、
利
用

者
の
人
数
を
把
握
で
き
て
い
ま
す
か
。

○
小
田
教
育
長　

保
護
者
か
ら
人
数

が
増
え
て
い
る
の
で
、
来
年
度
に
向

け
指
導
員
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
要

望
が
出
て
い
ま
す
。
予
算
要
求
に
向

け
、
話
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
教
育
課
長　

現
在
、
大
任
小
学
童

ク
ラ
ブ
に
は
68
名
、
今
任
小
学
童
ク

ラ
ブ
に
は
23
名
の
児
童
が
入
所
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
宮
本
委
員　

大
任
町
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
及
び
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
と
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
中
で
一
人
あ
た
り
の
面
積

が
お
お
む
ね
１
．６
５
㎡
、
今
任
も

大
任
も
整
っ
て
い
ま
す
か
。

○
教
育
課
長　

大
任
小
に
つ
い
て
は

共
に
一
人
当
た
り
１
．６
５
㎡
で
計
算

し
、
二
部
屋
合
わ
せ
て
定
員
70
名
で
、

入
所
児
童
は
68
名
で
す
が
、
今
任
小

に
つ
い
て
は
定
員
20
名
で
入
所
児
童

は
23
名
と
な
っ
て
お
り
、
３
名
オ
ー

バ
ー
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
の

観
点
か
ら
待
機
児
童
を
な
く
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
受
け
入
れ
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
度
よ
り
未
来
塾
を
１
年

生
ま
で
対
象
学
年
を
拡
大
し
、
入
所

児
童
に
対
し
て
未
来
塾
へ
の
入
塾
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
未
来

塾
は
各
学
年
曜
日
が
分
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
未
来
塾
を
利
用
す
る
こ
と

で
毎
日
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
の

分
散
が
で
き
、
定
員
オ
ー
バ
ー
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
て
お
り
、
各

学
童
ク
ラ
ブ
の
保
護
者
の
方
に
は
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
宮
本
委
員　

未
来
塾
と
並
行
し
て

解
消
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

学
校
が
終
わ
る
の
が
15
時
過
ぎ
で
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
未
来
塾
の
時
間
を

繰
り
上
げ
て
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

○
教
育
課
長　

学
校
が
終
わ
っ
た
時

点
で
送
迎
バ
ス
を
出
し
、
役
場
多
目

的
ホ
ー
ル
で
宿
題
を
す
る
時
間
を
設

け
、
そ
れ
か
ら
未
来
塾
の
授
業
を
受

け
る
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。定
数
オ
ー

バ
ー
解
消
の
た
め
、
体
育
館
を
支
援

単
位
と
し
活
用
で
き
な
い
か
と
県
に

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
条
件
付
き

で
は
あ
り
ま
す
が
体
育
館
で
活
動
さ

せ
る
な
ら
ば
支
援
単
位
に
含
め
て
よ

い
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
体
育
館
利
用
に
つ
い
て
は
、

面
積
的
部
分
解
消
の
一
つ
の
案
と
し

て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
大
任
小
学
童
ク
ラ
ブ
も
同
様

で
、
空
き
教
室
が
な
い
状
況
で
す
の

で
、
体
育
館
を
含
め
た
と
こ
ろ
で
支

援
単
位
を
増
や
し
、
定
員
オ
ー
バ
ー

を
解
消
す
る
対
応
を
検
討
し
て
い
く

所
存
で
す
。

○
宮
本
委
員　

未
来
塾
を
利
用
し

た
中
で
か
つ
が
つ
運
営
は
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
理
解
で
き
ま
し

た
。
35
人
で
は
窮
屈
だ
と
い
う
声
も

上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
当
分
の
間
、

こ
れ
で
し
の
げ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
町
長
の
施
策
の
中
で
子
育
て
支

援
と
い
う
こ
と
で
子
ど
も
の
人
口
を

増
や
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

事
故
が
起
こ
ら
な
い
対
応
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
今
任
小
学
童
ク
ラ
ブ

の
ハ
ウ
ス
で
は
20
名
が
定
員
で
こ
れ

も
未
来
塾
を
利
用
し
て
解
消
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

○
教
育
課
長　

未
来
塾
利
用
に
つ
て

は
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
来
年

度
か
ら
は
、
面
積
的
部
分
の
解
消
の

一
つ
の
案
と
し
て
体
育
館
利
用
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
１
支
援
単
位
増
や
せ
ば
指
導
員

も
増
員
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
当
初
予
算

要
求
の
中
で
協
議
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

議 会 本 会 議
14 日開会（審議経過）

日
程
第
１
～
日
程
第
２

・
議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　

12
月
12
日
の
議
会
本
会
議
で
付

託
さ
れ
た
２
議
案
に
つ
い
て
、
12
月

13
日
、
午
前
10
時
か
ら
総
務
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
２

議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き

と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
37
号　

大
任
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
38
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

〈
以
上
２
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員
異
議

な
く
可
決
〉

　

以
上
で
平
成
30
年
第
５
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

︽
地
域
振
興
常
任
委
員
会
か
ら

の
お
知
ら
せ
︾

　
12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
は
、

議
案
が
な
か
っ
た
た
め
、
委
員

会
を
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
委
員
長　

坂
本　

年
行

●
副
委
員
長　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員　

奥
永　

明
正

●
委　

員　

丹
村　

咲
男

●
委　

員　

毛
利　

英
文

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長　

毛
利　

英
文

●
委　

員　

佐
々
木　

次
男

●
委　

員　

坂
本　

年
行

●
委　

員　

次
谷　

隆
澄

　︽
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
︾　

　
議
会
で
は
皆
様
方
の
生
活

に
直
結
す
る
予
算
な
ど
が
審

議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の

方
々
に
議
会
審
議
を
傍
聴
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
次
回
の
定
例
会
は

平
成
31
年
３
月
の
予
定
で
す
。
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